
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

31年 4月 |ス 日

平成 30年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第 1項の規定に基づき、別紙のとお

り、平成 30年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

1 収入

平成 30年度政務活動費収支報告書

会派名教革クラ7い

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載すること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付すること。

3残金 |123乙   円

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 3′ Rθ οク

預  金  利  子

会 派 負 担 金

合    計 多θθ、θ∂θ

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費 ||クヨン≧
広報費 13ゝ ′73
広聴費 2120θ

要請・ 陳情活動費

会議費

資料作成費 ユ争、ノ9′

資料購入費 ;く 3“≧
人件費

事務所費

合    計 238P/8

ヽ



平成30年度 政務活動費 会計帳簿 会派名響 クラフ`

収  入 支  出 残  高年月日 要摘

多θ́ ′′0夕θ 12 20 政彩主円査贅 八年 3″αο′θ

六球鬱ぎ女`場1僣1上 料 /ヽ2θ 0 み78tヌ ″:ク31 / 片

イタミタイくメ輝専務t織 夕属リイ`さ. ′37′ク3 ′み172731 2 J

へθレタ lι θP2731 2 3, パ兼景1ミ場僣二米ゝ
2“、181 13年

“

ι31 3 2 7 噸料作取
｀
義″印島

1′告籍ヾ 僻諸η傷,1媚φ義げ→ 1年、3γ 2 121(2′ ′31 3 3θ

‖θ92と l138231 3 3σ 硫 裸ミ幸養 β警 〉古瑚暢
こZ膚～ユVゲ ノ

3υ 2′θ0 乙218713 |1382



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 会派議会報告会 会場使用料

支出月日 平成31年 1月 15日 、2月 3日

支 出 額 2,200円 (1/15 1,200円 、2/3 1,000円 )

卯各緩硼舞μ、/「 ハスο′のとり
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住 所

納 付 済 通 知 書

年度

款

生涯学習課所属

項 目   節

ひば り生涯学習センタ‐ (市 役 所 用 )

取りまとめ金融機関 七十七銀行原町支店

平成功/年 /月スタ調

領  収 書
κ

439

タノ年2月 タ

夕(車多クラフ::
様

ただしこれは、 'レ 年度かしま交流センター利用料として受領しました。

μθ、/④

会計

細節

細々節

会計名

納入場所

日

金 額 200円

納期限 年   月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センタ /件施設使用料

ζ/ク (
L

31,1.15収

済
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特JF断 J活動法人 か し ま 元 気 ス ポ ー ツ ク ラ ブ
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

国 人件費・事務所費

支出内容 会派報印刷、折込代

支出月日 平成31年2月 1日

支 出 額 137,073F可

円
　
毬

金 額
一イ

心
ヽ

―
―
ｌ
ｋ

′

ノ つ ′ つ

現  金

小切手

手 形

随 010924

円)

7

届J

消費税

6804

様

領  収  書

上記の金額正に領収致しました。

有限会社

370-1

91《や

FAX(0244)

福島県南相

TEL(

但し
甥召悔陛

平成3/年 ユ月/ 日



(1) 南相馬市議会会派「改革クラブJ議会報告 2019年 1月 27日

す

，
　

　

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

２
０
１
９
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
皆
々
様
に
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
８
年
は
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
今
年
は
穏
や
か
な
、
そ
し
て

実
り
多
い
一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
復
興
創
生
の
時
期
と
し
て
は
３
コ
ー
ナ
ー
を

回
っ
た
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
が
、
心
の
復
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
と
し

て
当
り
前
の
生
活
を
取
り
一民
す

一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
改
革
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
な
お

一
層
の
努
力
と
精
進
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

諦
め
る
こ
と
な
く
、
皆
様
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
生
活
し
住
み
続

け
る
為
に
、
大
人
で
あ
る
私
た
ち
の
責
務
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
１
８
年
１２
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
お
開
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

平
成
３。
年
度
第
４
回
定
例
会
１２
月
議
会
は
、

３
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
２２
日
間
開
催
さ
れ
、
提

出
さ
れ
た
議
案
３。
件

（条
例
関
係
７
件
、
予
算

関
係
１１
件
、
そ
の
他
１１
件
、
報
告
１
件
）
と
追

加
提
案
２５
件

（人
事
案
件
１０
件
条
例
１
件
、
給

与
費
予
算
１１
件
）
に
つ
い
て
は
全
て
認
定
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
主
な
も
の
は
、

〇
議
案
第
１
２
６
号
南
相
馬
市
立
病
院
看
餞
職

員
の
平
成
３。
年
度
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
制
定

看
護
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
、
平
成
３‐
年

３
月
３‐
日
時
点
で
市
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
る

看
護
師
、
准
看
護
師
及
び
助
産
師
を
対
象
に
、

年
１３
万
３
，０
０
０
円
の
範
囲
で
支
給
。
　
平

成
３‐
年
度
採
用
看
護
職
員
に
つ
い
て
は
、
市
長

が
定
め
る
地
域
か
ら
移
住
し
た
も
の
で
、
勤
務

１
月
に
つ
き
７
万
１
，３
０
０
円
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。
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〇
議
案
１
２
９
号
　
南
相
馬
市
有
書
鳥
獣
焼
却

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
を
南
相
馬
市
原
町
区

小
沢
字
１
５
２
番
地
に
設
置
し
、
管
理
委
託

す
る
も
の
で
す
。

〇
南
相
掃
市
晨
業
農
村
活
性
化
施
設
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
制
定

原
町
区
に
あ
る
農
業
農
村
活
性
化
施
設

（八
―
ト
ラ
ン
ド
は
ら
ま
ち
）
に
つ
い
て
、

平
成
４
年
ま
で
に
整
備
し
た
施
設
で
す
が
、

原
子
力
災
害
の
影
薔
に
よ
り
今
も
閉
鎖
し
て

い
る
。

利
用
者
の
減
少
と
約
２８
年
が
経
過
し
て
い

る
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

一般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

〇
入
材
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
変
換
支
援
事
業

６
万
円

〇
晨
業
水
利
施
設
等
保
全
再
生
事
業

（放
射
能

物
質
に
汚
染
さ
れ
た
た
め
池
の
対
策
工
事
を

実
施
）　
　
　
　
　
３
億
５
，３
２
５
万
円

〇
災
害
公
営
住
宅
関
連
交
通
安
全
対
策
事
業

２
５
０
万
円

〇
小
高
区
認
定
こ
ど
も
□
整
備
事
業

（建
設
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
）

２
億
２
，２
４
９
万
円

〇
埋
設
有
害
鳥
獣
処
理
事
業

２
一９
９
１
万
円

〇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ト
イ
レ
増
設
事
業

１
，９
４
１
万
円

結
果
、
格
正
予
算
額
は
３
５
億
２
，１
２
０

万
円
で
、
予
算
総
額
６
４
７
億
４
，６
１
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

１１
月
の
議
員
改
選
に
伴
い
、
改
革
ク
ラ
ブ
メ

ン
パ
ー
は
、
以
下
の
役
割
を
受
け
持
つ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

◆
渡
部
い
っ
ぷ
‥
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
、
広
報
特
別
委
員
会

副
委
員
長

◆
小
川
尚
Ｔ
よ
愛
ム運
営
委
員
会
委
員
長
、

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
、
議
会
改
革
検
討
特

別
委
員
会

◆
竹
野
光
雄
…
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
△塁
霊
不

◆
田
中
京
子
…
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
副
委
員
長
、
相

馬
地
方
広
域
市
町
村
田
組
合
議
会
、
総
務
常

任
委
員
会

◆
鈴
木
貞
正
…
建
設
経
済
常
任
委
員
会
、
相
馬

地
方
広
域
水
道
企
業
団
議
会

水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業

に
つ
い
て

【質
問
】
今
回
は
消
耗
品
費
、
備
品
購
入
費
の

計
上
で
あ
る
が
、
な
ぜ
１２
月
補
正
て
計
上
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

【筈
弁
】
今
ま
で
は
真
野
川
漁
協
と
水
産
庁
と

で
、
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
事
業
と
い
う

補
助
事
業
で
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
事

業
は
平
成
２７
年
度
で
終
了
と
な
っ
た
。
し
か
し

真
野
川
漁
協
に
所
属
す
る
船
の
復
旧
が
進
み
、

カ
ゴ
な
ど
の
備
品
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
あ

っ
た
た
め
、
水
産
庁
と
相
談
し
復
興
加
速
化
交

付
金
の
中
で
事
業
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
、

‐２
月
補
正
で
の
対
応
と
な
っ
た
。

陳
情
第
６
号
　
環
境
省
に
よ
る

「除
去
土
壊

の
再
生
利
用
実
証
事
業
」
の
協
力
要
請
を
認

可
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

「除
去
土
壌
の
再
生
利
用
は
あ
く
ま
で
実
証

事
業
で
あ
り
、
放
射
線
量
を
下
げ
て
覆
土
す
る

こ
と
を
実
証
し
た
上
で
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

こ
と
か
ら
不
採
決
に
す
べ
き
」
と
の
意
見
。

次
に

「地
元
住
民
に
周
知
し
た
上
で
そ
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
千
ベ
ク
レ
ル
を

下
回
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
南
相
馬
市
に
置
い
た

ま
ま
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
現
段
階
で

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
採
択

に
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
陳
情
第
６
号
は
不
採
択
に
す

べ
き
で
あ
る
と
決
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ト
イ
レ
増
設
事
業

【質
問
】
ト
イ
レ
棟
で
３
，２
０
０
万
円
は
、
建

物
単
価
が
上
が
っ
た
と
は
い
え
小
さ
い
家
が
十

分
建
つ
位
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
費
用
に

な
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
工
事
場
所
が
通
常
の
地
盤
と
は
大
き

く
異
な
り
、
東
北
電
力
の
石
炭
灰
の
埋
設
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
上
に
浄
化
槽
を
出
し
た
状

態
で
設
置
す
る
ト
イ
レ
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な

金
額
に
な
る
。

【質
問
】
利
用
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
喫
緊
の
利
用
者
の
数
を
伺
う
。

【答
弁
一
平
成
３。
年
４
月
か
ら
平
成
３。
年
■
月

末
日
ま
で
の
利
用
者
は
、
４
万
４
．６
４
０
人

と
、
前
年
度
に
比
べ
て
約
２
，０
０
０
人
の
増

と
な
っ
て
い
る
。

議
会
の
報
告
と
市
民
と
の
意
見
交
換

会
を
次
の
会
場
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
３
月
議
会
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

是
非
、
こ
参
加
下
く
だ
さ
い
。

ｏ
日
時

２
月

３
日

（日
）

午
後
２
時
～

【ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

午
後
５
時
～

【鹿
島
区
交
流
セ
ン
タ
ー
】

議
会
委
員
会
等
人
事
案
件
に
つ
い
で

翁

轡

堡

冒

禽

詈

南
相
馬
市
議
会
会
派
・

「改
革
ク
ラ
ブ
」
メ
ン
パ
ー
組
分

改
革
ク
ラ
ブ
は
、
５
人
の
議
員
で
構

成
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
一

○

代

　

表

○

事
務
局
長

○

△
〓計
責
任
者

○

幹

　

事
一

〇

幹

　

事

●

鈴田竹小渡

木中野川部

貞京光尚い

正子雄―ぷ
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渡
部
　
い
っ
ぶ

●
④
５
４
５
６

【質
問
】
福
島
県
に
精
神
障
が
い
者
ピ
ア
サ
ポ
‥

夕
‥
登
録
制
度
が
あ
り
、
ビ
ア
サ
ポ
‥
夕
‥
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
精
神
障
が
い
者
ビ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
自
ら
の
精
神
障
害
や
精
神
疾

患
の
経
験
を
生
か
し
、
ビ
ア

「仲
間
」
と
し
て

支
え
合
う
活
動
を
す
る
方
々
の
こ
と
で
す
が
、

当
地
方
に
は
本
年
５
月
７
日
現
在

「特
定
営
利

法
人
あ
さ
が
お
」
に
１
名
の
登
録
が
あ
る
。
日

常
の
活
動
状
況
と
当
地
方
に
１
名
の
登
録
を
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
「特
定
非
営
利
法
人
あ
さ
が
お
」
で

登
録
し
て
い
る
１
名
の
方
の
活
動
状
況
は
、
週

２
回
障
害
を
持
つ
人
同
士
が
率
直
に
話
し
合
う

ビ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、
参

加
し
た
い
方
が
お
互
い
の
話
を
聞
き
合
う
こ
と

で
、
地
域
で
生
活
す
る
上
で
の
精
神
的
な
支
え

や
情
報
収
集
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自

ら
の
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
の
経
験
を
生
か

し
、
支
え
合
う
ピ
ア
サ
ポ
！
タ
ー
は
当
事
者
に

と
っ
て
仲
間
と
し
て
の
気
持
ち
が
わ
か
り
合
え

る
よ
き
理
解
者
に
も
な
り
、
ビ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
登
録
者
を
ふ
や
す
こ
と
は
精
神
障
が
い
者
当

事
者
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
県
で
実
施
す
る

ビ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
広
く
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
ビ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者
を
増
や
す

取
り
組
み
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【質
問
】
曇
雀
ヶ
原
陸
上
顧
覆
覇
の
危
険
防
正
等

の
為
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
夜
間
利
用
者
の
安
全
確
保
、
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
照
明
の
増
設
や
既
存
電
球

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
。
ま
た
、
引
き
続
き
開

場
前
の
清
掃
を
徹
底
し
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
施
設
環
境
保
全
に
努
め
て
い
く
。

小
川
　
尚

一

ａ
④
ｌ
２
７
８

【質
問
】
南
相
馬
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
に
お
い
て
、
小
高
病
院
の
入
院
機
能
の

必
要
性
と
医
療
機
能
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
と
南
相

馬
市
立
小
高
病
院
の
病
床
医
療
機
能
の
再
編
案

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
医
師
不
足
に
つ
い
て
、

今
７
人
程
度
不
足
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
病

院
経
営
は
厳
し
い
と
考
え
る
が
、
医
師
不
足
と

看
護
師
確
保
の
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

案
一弁
】
医
師
に
つ
い
て
は
、
消
化
器
科
、
小

児
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
な
ど
、
特
定

の
診
療
科
に
お
け
る
入
院
機
能
や
救
急
医
療
充

実
に
は
、常
勤
医
師
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
よ
り
充
足
し
て
い
る
。

【質
問
】
南
相
馬
市
立
小
高
病
院
の
入
院
病
床
を

再
開
し
た
場
合
、
問
題
課
題
と
し
て
財
政
面
と

病
院
経
営
は
難
し
い
と
捉
え
る
が
、
南
相
馬
市

立
小
高
病
院
の
入
院
病
床
再
開
を
見
直
す
考
え

が
あ
る
か
。

【市
長
答
弁
】
病
床
再
編
の
方
向
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
小
高
区
の
入
院

機
能
再
開
を
見
直
す
考
え
は
な
い
。

１
月
１５
日
（火
）
午
後
２
時
よ
り
小
高
区
浮

舟
会
館
に
於
い
て
、
小
高
区
地
域
協
議
会
を
傍

聴
し
ま
し
た
。
委
員
長
よ
り
門
馬
市
長
へ
の
提

案
薔
案
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
①
小
高
区
に
お
け
る
医
療
体
制
の

確
立
に
つ
い
て
で
、
②
小
高
病
院
の
入
院
機
能

再
開
に
は
、
医
師
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
財
源
確

保
と
持
続
可
能
が
条
件
で
あ
る
こ
と
、
③
入
院

機
能
が
確
保
で
き
な
い
場
合
の
無
床
診
療
所
の

環
境
整
備
、
④
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
在
宅
医

療
、
更
に
⑤
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
の
開
催
な

ど
５
項
目
に
及
び
ま
し
た
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま

す
。本
年
で
合
併
し
て
か
ら
十
四
年
目
に
入
り
、

昨
年
十

一
月
の
市
議
選
も
合
併
後
四
度
日
の
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
七
年
十
ヶ
月
が

経
過
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
多
く
の
若
者
も
離

れ
、大
き
く
様
変
わ
り
し
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
に
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
南
相
馬
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
地
域
に
す
る
事
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
宣
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

避
難
に
よ
っ
て
移
住
し
、
元
の
家
を
解

体
し
空
き
地
に
つ
い
て
管
理
が
出
来
な
い
と
い

う
方
も
い
る
事
か
ら
、
今
後
の
市
の
対
応
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
市
と
し
て
は
、
す
ぐ
に
助
成
と
は
い

か
な
い
が
、
今
後
検
証
し
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【質
問
】
空
き
地
管
理
に
つ
い
て
小
高
区
の
あ
る

行
政
区
で
は
、
移
住
者
の
土
地
管
理
を
始
め
た
。

安
価
な
単
価
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
取
組
み
へ
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】
原
則
は
個
人
の
方
、
地
主
が
管
理
す

る
の
が
大
原
則
で
す
。
そ
こ
に
行
政
が
介
入
す

る
と
言
う
事
に
つ
い
て
難
し
い
状
況
も
あ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
、
助
成
、
そ
し
て
関
わ

り
が
出
来
る
か
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

質
問
】
二
十
師
囲
内
の
帰
還
者
は
高
齢
者
が
多

く
、
除
草
活
動
が
困
難
な
地
域
も
あ
り
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
行
な
っ

て
い
る
が
、
復
興
再
生
に
す
る
環
境
整
備
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
の
再
生
や
住
民
の
帰
還
欲

の
維
持
向
上
を
目
指
す
内
容
で
あ
り
、
取
組
み

困
難
な
行
政
区
と
相
談
し
て
進
め
ま
す
。

竹
野
　
光
雄
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平
成
最
後
の
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
と
原

子
力
発
電
所
事
故
か
ら
間
も
な
く
８
年
と
な
る

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
市
を
取
り
巷
く
厳
し

い
環
境
の
中
で
の
年
明
け
で
す
。
こ
の
様
な
現

状
だ
か
ら
こ
そ

「豊
か
な
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
と
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
震
災
か
ら
復
興
へ
と
取
り
組
ん
で

き
た
事
業
等
が
型
に
な
り
日
に
見
え
る
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
全
国
植
樹
祭
に
向
け
て
は
国
・

県
・
市

（主
に
晨
林
課
）
の
担
当
職
員
の
皆
さ

ん
の
御
尽
力
に
よ
り
地
元
婦
人
部
の
皆
さ
ん
の

吊
し
雛
も
両
陛
下
の
目
に
ふ
れ
る
場
所
に
飾
っ

て
頂
け
ま
し
た
事
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
復
興
を
願
っ
て
心
を
込
め

て
製
作
し
た
吊
雛
で
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
更
に
強
く
復
興
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
〈ヱ
霊
本
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
第
６
号

「除
去
土
壊
の
再
生
利
用
実
証
事
業
」
の
協
力

要
請
を
認
可
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
に
対

し
ま
し
て
、私
は
反
対
の
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り

ま
す
の
で
や
む
な
く
反
対
で
あ
り
ま
す
。

実
証
事
業
で
も
あ
り
ま
す
事
か
ら
、
良
と
な

れ
ば
復
興
も
加
速
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
多

面
的
に
も

「ビ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
」
に
変
え
ら

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
市
へ
の
企
業
誘
致
を
願
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
道
路
か
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
も
大
切
で
あ
り
ま
す
か
ら
今
の
チ

ヤ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
安
全

策
を
強
く
要
望
す
べ
き
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

本
年
は

「地
域
が

一
緒
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
な
が
ら
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

鈴
木
　
貞
正

●
⑮
３
５
９
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私
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
は
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
機
会
に
感
謝

や
人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
ム

ー
プ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

更
に
は
、
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
行
く

こ
と
で
、
心
の
壁
を
取
り
払
い
地
域
に
心
を
ひ

ら
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
地
域
へ
の

誇
り
と
愛
着
は
、
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
し
、私
は
、

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
と
地
域
か
ら
引
き
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
か
ら

地
域
の
運
営
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３。
師
県
外
の
鹿
島
区

に
対
し
不
公
平
感
の
是
正
の
た
め
に
、
昨
年
６

月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た

「市
民

一体
化
復
興
促

進
事
業
市
民
検
討
会
」
に
お
い
て
、
３
回
の
会

議
で
ま
と
め
た
市
民
一
体
感
醸
成
事
業
と
し
て

（仮
）
健
康
づ
く
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
、
②
（仮
）真
野
川
親
水
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
整
備
事
業
、
③
市
民
提
案
型
一
体
感

醸
成
事
業
補
助
金
、
④
高
齢
者
の
集
い
事
業
補

助
金
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

更
に
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
住
民
と
話
し
合
い
、

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
と
い
う
も

の
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
た
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
築
き
、
活
性
化
さ
せ
地
域
に
生
き
た

人
々
の
経
験
や
思
い
で
に
価
値
を
見
い
出
し
て

い
く
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
資
源
と
し
て
地
域
の
プ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ち
が
活
性
化
し
、

誇
り
を
持
っ
て
住
み
た
い
人
も
増
え
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
環
境
を
生
み
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成・購入費

国 人件費・事務所費

支出内容 資料購入費 (参考図書)

支出月日 平成31年3月 30日

支 出 額 14,342円

領  収   証

様
♂/ 年 ♂ 月 が´ 日
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／
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政務活動費 旅費領収明細表

改革クラブ (単位 円)

支出内容 平成 31年 3月 28日 ～ 29日 研修 :環境省、復興庁、豊洲市場

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No,等

運 賃 等 宿 泊 料

渡 部 ― 夫 0 14,800 14,800 ① 宿泊料 (甲 地方14,800円 )

⇒宿泊料は南相馬市職員等の旅
費に関する条例。規則に基づき
定額支給

/
小 川 尚 ― 0 14,800 14,800 ⑤ /
竹 野 光 雄 0 1 4 800 14,800 ① /
田 中 京 子 0 1 4 800 14,800 ③ /
鈴 木 貞 正 0 14,800 14,800 の /

(手土産代 ) 6 545 6,545 領収書No.1

(駐車場代 ) 900 900 領収書No.2

(高速道路通行
料)

3,900 3,900
領収書L3,
4, 5

燃料代 5 577 5,577 領収書No.6

車借上代 20,000 20,000 領収書No.7

計 0 74,000 36,922 110,922



領

ごクノクラフ主_

領収書等添付用紙

鴫又

様

菫

会派名 r改革クラブ

μ フイ

ザlllll

%“
|!|

||1lllllllllllllllll111111111111:|||lll:||llll1ll1lllllll:llllllll!lllllll1llllllllllllll111:llllllllll:|!||lll1111111111111111111キ
||||||IItllllllll:|llllll,|llllllll!lllllll,l:|||||lllllllllll!llllllllllllllll

福
璃 測翼 露 里雪雲 υ

預 フ5代
響晰設 横 川 徳 明

Ｚ

．≡

三

雪

曇

三

一雪

曇

三

雪

≡

三

ξ

詈

ノ年 3月 2ク日

紙

`ロ

し

罐
''の

O警義:松 月 ツ
Ь 吐

1::::::

本店工場

||ll!lllllll口
1111111111111‖

||11111111:l!||‖ ||:111111111!!lllllllillillllll'|||||1llllllllllllllllllllll!||||lllllll1lll'lllllllllllllllい
11111111:illllll11111111111!llllll1lllllllll:'|llllll1lllll

原田桜井町店●0244-24-1087□  相馬イオン店●0244-35-3924
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支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報0公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
研修 (平成31年3月 28日 ～29日 東京都 :環境省、復興
庁t豊洲市場)に係る手土産代

支出月日 平成31年3月 27日

支 出 額 6,545H

金 額 び
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係
　
印
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作
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報B公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

国 人件費・事務所費

支出内容
研修 (平成31年3月 28日 ～29日 東京都 :環境省、復興
庁、豊洲市場)に係る駐車場代

支出月日 平成31年3月 29日

支 出 額 900R

後 ス

タイムズ24株式会社

豊洲市場6街区
TEL:0120-70-8924

領 収 書

郡輌| .驀
またのご利用をお待ちしております。



支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
研修 (平成31年3月 28日 ～29日 東京都 :環境省、復興
庁、豊洲市場)に係る高速道路通行料

平成31年3月 28日 、29日支出月日

支 出 額 3,900円

領収書等添付用紙
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
研修 (平成31年 3月 28日 ～29日 東京都 :環境省、復興
庁、豊洲市場)に係る燃料代

支出月日 平成31年3月 29日

支 出 額 5,577F可

″死ι

/A IuSMALL
南相ロジャスモーJレ

納品書 (領収書 )

△営業時間△朝8:00～ 夜8:00
ジヤスモーリし セリしフ給油所
南相馬市原町区大木戸金場77
TEL:0244-23-2210     ss:35534

31年03月 29日 17:02 レシ‐卜No 732

4-35334-000000

売上  現金
0000    中

レギユラー
40.12L

002000

0159.0

* 19‐ 1

¥5577

合計 ¥5:577
(内消費税等
4899 ,日       ¥10,000 0,

¥413)
¥4,425

07 02975



会派名 :改革クラブ
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内 訳

現 金
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手

手1形

支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報0公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
研修 (平成31年3月 28日 ～29日 東京都 :環境省、復興
庁、豊洲市場)に係る車借上げ代

支出月日 平成31年3月 29日

支 出 額 20,000F可
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